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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
対
談

　
冒
頭
に
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ス

ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
長
の
有

吉
章
氏
（
国
際
大
学
特
任
教

授
）
が
あ
い
さ
つ
し
た
の
に

続
き
、
一
般
社
団
法
人
日
本

投
資
顧
問
業
協
会
会
長
の
大

場
昭
義
氏
と
ジ
ャ
パ
ン
・
リ

ス
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
の

駒
形
康
吉
氏
に
よ
る
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
対
談
「
グ
ロ
ー
バ
ル

経
済
の
中
で
の
日
本
と
日
本

企
業
の
成
長
戦
略
」
が
行
わ

れ
た
。
「
日
本
の
企
業
や
社

会
が
ど
う
い
う
リ
ス
ク
に
直

面
し
て
も
、
そ
れ
を
吸
収
し

乗
り
越
え
て
成
長
し
て
い
く

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
に

つ
い
て
の
議

論
が
必
要
」

と
の
趣
旨
で

実
施
さ
れ
た

も
の
で
、
大

場
氏
が
ま
と

め
た
平
成
の

30
年
間
に
プ

ラ
ス
リ
タ
ー

ン
を
も
た
ら

し
た
日
本
の

上
場
企
業
の

一
覧
表
が
議

論
の
土
台
と
な
っ
た
。

　
大
場
氏
は
、
継
続
し
て
フ

ォ
ロ
ー
で
き
る
約
１
２
０
０

社
の
う
ち
お
お
む
ね
１
０
０

社
ほ
ど
し
か
プ
ラ
ス
リ
タ
ー

ン
企
業
は
な
く
、
「
企
業
の

稼
ぐ
力
が
弱
ま
っ
て
い
る
の

が
現
在
の
日
本
で
最
大
の
リ

ス
ク
」
と
指
摘
。
要
因
と
し

て
、
最
近
の
新
聞
記
事
を
引

用
し
て
、
近
年
、
東
京
に
本

社
が
あ
る
企
業
の
没
落
が
目

立
っ
て
お
り
、
そ
の
背
景
に

政
策
依
存
の
高
さ
、
内
部
管

理
ス
タ
ッ
フ
を
多
く
抱
え
て

い
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
る
一

方
、
価
値
を
生
み

出
す
企
業
の
特
徴

と
し
て
、
「
官
と

は
一
定
の
距
離
を

置
い
て
い
る
京
都
や
中
京
地

域
発
祥
の
企
業
が
多
く
、
ま

た
、
“
半
端
じ
ゃ
な
い
熱

量
”
を
持
つ
創
業
者
の
企
業

が
多
い
」
と
述
べ
た
。

　
駒
形
氏
が
、
最
近
の
日
本

企
業
は
リ
ス
ク
に
立
ち
向
か

う
力
が
弱
く
な
っ
て
い
る
の

で
は
と
問
う
と
、
大
場
氏

は
、
「
大
企
業
病
が
は
び
こ

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
」
と
し
た
上
で
、
①
現
在

の
世
界
の
潮
流
で
あ
る
人
口

動
態
の
変
化
、
気
候
変
動
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
日
本
企
業
が

後
れ
を
取
っ
て
い
る
②
日
本

独
特
の
価
値
観
で
あ
る
「
成

長
よ
り
も
存
続
」
に
企
業
の

力
点
が
置
か
れ
て
い
る
た

め
、
資
本
主
義
の
価
値
観
と

の
間
で
矛
盾
を
起
こ
し
て
い

る
―
の
２
点
を
ポ
イ
ン
ト
に

挙
げ
た
。
最
後
に
駒
形
氏

は
、
「
自
ら
を
破
壊
す
る
く

ら
い
で
な
い
と
今
の
日
本
企

業
が
追
い
付
け
な
い
く
ら

い
、
世
界
は
変
化
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
１

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
１
で
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
リ

ス
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
・

幹
事
代
表
の
酒
井
重
人
氏
が

モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、
元

経
済
産
業
省
通
商
政
策
局
長

で
日
本
製
鉄
㈱
常
務
の
鈴
木

英
夫
氏
、
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ

・
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
㈱
代
表

の
ジ
ョ
セ
フ
・
ク
ラ
フ
ト

氏
、
元
防
衛
事
務
次
官
の
西

正
典
氏
、
フ
ァ
イ
ア
・
ア
イ

㈱
最
高
技
術
責
任
者
の
伊
東

寛
氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
っ

て
、
現
在
の
米
中
対
立
の
構

造
と
展
望
に
つ
い
て
、
主
に

通
商
、
安
全
保
障
、
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
面
か

ら
議
論
し
た
。

　
鈴
木
氏
は
、
米
中
対
立
の

構
造
に
つ
い
て
、
ベ
ル
リ
ン

の
壁
や
ソ
連
の
崩
壊
か
ら
の

約
30
年
間
で
新
た
な
国
際
秩

序
が
築
か
れ
、
“
パ
ッ
ク
ス

ア
メ
リ
カ
ー
ナ
”
が
終
焉

し
、
中
国
が
台
頭
し
て
い
く

中
で
必
然
的
に
起
き
た
「
二

つ
の
ス
ー
パ
ー
パ
ワ
ー
（
Ｂ

ｉ
ｇ 

Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ
と
Ｂ
ｉ

ｇ 

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
）
の
覇
権
争

い
」
だ
と
分
析
。
両
国
か
ら

立
ち
遅
れ
て
い
る
日
本
の
今

後
の
戦
略
に
つ
い
て
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
ル
ー
ル
づ
く
り

を
先
駆
的
に
進
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
混
乱
し
て
い
る
現

在
の
国
際
的
秩
序
の
回
復
と

問
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
く

べ
き
だ
と
し
、
「
さ
ま
ざ
ま

な
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
時

代
に
あ
っ
て
、
日
本
が
生
き

残
っ
て
い
く
た
め
に
は
国
家

的
戦
略
を
持
っ
て
国
際
的
に

う
ま
く
立
ち
回
り
、
日
本
企

業
が
活
躍
す
る
枠
組
み
を
つ

く
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
述

べ
た
。

　
職
業
柄
、
米
国
政
府
関
係

者
と
接
触
す
る
こ
と
が
多
い

と
い
う
ク
ラ
フ
ト
氏
は
、
米

国
が
中
国
へ

の
姿
勢
を
硬

化
さ
せ
て
い

っ
た
経
緯
を

解
説
し
た
。

米
国
の
長
期

戦
略
を
ア
ド

バ
イ
ス
す
る

政
府
シ
ン
ク

タ
ン
ク
の
国

防
省
総
合
評

価
局
（
Ｏ
Ｎ

Ａ
）
は
、
近

年
、
中
国
が
仕
掛
け
た
幾
つ

か
の
イ
ベ
ン
ト
に
脅
威
を
感

じ
た
こ
と
か
ら
、
対
中
強
硬

政
策
を
立
案
。
中
国
企
業
へ

の
制
裁
や
企
業
幹
部
の
逮

捕
、
輸
出
や
投
資
を
規
制
す

る
法
案
の
成
立
に
至
っ
た
と

述
べ
た
。

　
ま
た
、
現
在
の
対
中
政
策

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
米
ソ
冷

戦
時
代
の
「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ａ
ｉ

ｎ
（
抑
え
込
み
）
」
か
ら

「
Ｓ
ｅ
ｇ
ｒ
ｅ
ｇ
ａ
ｔ
ｅ

（
切
り
離
し
）
」
に
変
わ
っ

た
と
し
た
上
で
、
「
現
在
の

米
中
貿
易
戦
争
は
、
す
で
に

経
済
問
題
を
通
り
越
し
て
安

全
保
障
上
の
対
立
に
入
っ
て

い
る
。
米
ソ
冷
戦
は
40
年
続

い
た
が
、
米
中
対
立
は
そ
れ

以
上
の
大
き
な
問
題
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ

た
。

　
中
国
政
治
に
精
通
す
る
西

氏
は
、
現
在
の
米
中
対
立
の

本
質
を
「
ル
ー
ル
が
全
く
違

う
者
同
士
の
争
い
」
と
説

明
。
契
約
を
尊
重
す
る
文
化

を
共
有
す
る
西
洋
諸
国
と
は

異
な
り
、
契
約
の
概
念
が
希

薄
で
他
国
と
の
戦
い
方
や
国

境
に
対
す
る
考
え
方
も
異
な

る
中
国
は
、
米
国
に
と
っ
て

「
今
ま
で
な
か
っ
た
非
対
称

な
戦
略
で
挑
ま
れ
る
相
手
」

で
あ
り
、
米
国
の
中
国
に
対

す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
稚
拙
さ

に
表
れ
て
い
る
と
指
摘
し

た
。

　
一
方
、
中
国
で
は
近
年
、

習
近
平
国
家
主
席
が
汚
職
撲

滅
運
動
を
利
用
し
て
自
ら
の

権
力
基
盤
を
固
め
、
対
抗
勢

力
や
自
ら
の
後
継
者
候
補
を

一
掃
し
た
こ
と
は
中
国
共
産

党
の
原
理
に
反
し
て
お
り
、

党
内
の
不
満
が
高
ま
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

憲
法
改
正
前
の
国
家
主
席
の

任
期
だ
っ
た
２
期
10
年
が
終

わ
る
２
０
２
３
年
に
向
か
っ

て
政
治
状
況
が
不
透
明
に
な

っ
て
い
く
と
分
析
し
た
。

　
ま
た
、
酒
井
氏

か
ら
今
後
の
中
国

の
展
望
に
つ
い
て

問
わ
れ
る
と
、
政

治
状
況
と
同
様
、
経
済
も
不

透
明
で
あ
り
、
数
年
後
に
は

財
政
赤
字
に
な
る
と
の
予
測

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
中
国

で
は
す
で
に
緩
慢
な
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
が
始
ま
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ず
、
そ
こ
で
間
違
い

な
く
起
こ
る
世
界
大
恐
慌
に

対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
果
た

し
て
耐
え
ら
れ
る
の
か
と
い

う
問
題
が
あ
る
」
と
答
え

た
。

　
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
の
専
門
家
で
あ
る
伊
東
氏

は
ま
ず
、
中
国
に
よ
る
米
国

へ
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
と
ト
ラ

ン
プ
政
権
に
よ
る
「
フ
ァ
ー

ウ
ェ
イ
叩
き
」
の
経
緯
を
紹

介
し
た
。
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
製

品
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、

製
造
の
上
流
工
程
で
組
み
込

ま
れ
た
バ
ッ
ク
ド
ア
を
通
じ

て
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
る

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
リ
ス
ク

は
安
全
保
障
に
直
結
す
る
こ

と
か
ら
、
米
国
政
府
は
同
社

製
の
ル
ー
タ
ー
を
名
指
し
で

批
判
し
、
排
除
に
動
き
出
し

た
と
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
も
５
Ｇ
や
宇

宙
開
発
に
お
い
て
米
中
の
対

立
が
激
化
す
る
と
し
た
上

で
、
「
現
在
の
米
中
対
立
の

本
質
は
覇
権
争
い
で
あ
り
、

さ
ら
に
は
、
軍
事
・
科
学
技

術
で
世
界
一
と
い
う
米
国
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
対
す

る
中
国
の
挑
戦
と
い
え
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
２

　
有
吉
氏
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー

を
務
め
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
２
「
米
中
対
立
の

世
界
経
済
お
よ
び
日
本
の
成

長
戦
略
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」

で
は
、
米
中
対
立
に
よ
る
中

国
・
米
国
の
景
気
減
速
が
世

界
経
済
に
与
え
る
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
イ
ン
パ
ク
ト
や
各
国
の
政

策
対
応
、
日
本
の
成
長
戦
略

な
ど
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

た
。

　
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ｏ
ｎ
ｅ
㈱
運
用
本
部
調
査
グ

ル
ー
プ
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
の
小
出
晃
三
氏
は
、
来
年

に
向
け
て
の
マ
ク
ロ
経
済
見

通
し
を
説
明
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が

発
表
し
て
い
る
世
界
経
済
先

行
指
数
な
ど
の
資
料
を
示
し

な
が
ら
、
「
２
０
２
０
年
に

か
け
て
景
気
は
減
速
す
る
が

長
く
は
続
か
ず
、
全
体
と
し

て
は
、
潜
在
成
長
率
並
み
か

や
や
上
回
る
程
度
ま
で
持
ち

直
す
と
予
測
さ
れ
て
い
る
」

と
し
た
も
の
の
、
中
国
の
輸

出
物
価
の
低
迷
や
米
国
の
設

備
投
資
サ
イ
ク
ル
、
中
国
の

政
策
発
動
余
地
の
限
界
、
景

気
後
退
の
先
行
指
標
と
い
わ

れ
る
「
逆
イ
ー
ル
ド
」
な
ど

の
現
状
か
ら
、
「
今
後
、
金

融
の
ゆ
が
み
に
よ
っ
て
調
整

が
加
速
さ
れ
る
と
、
世
界
経

済
が
大
幅
に
失
速
す
る
こ
と

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
元
日
本
銀
行
理
事
で
み
ず

ほ
総
合
研
究
所
エ
グ
ゼ
ク
テ

ィ
ブ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
門
間

一
夫
氏
は
、
現
在
の
長
期
金

利
低
下
の
背
景
と
日
本
銀
行

に
よ
る
当
面
の
金
融
政
策
、

ま
た
、
将
来
的
に
景
気
後
退

期
に
入
っ
た
場
合
の
対
応
に

つ
い
て
解
説
し
た
。
門
間
氏

は
、
物
価
が
イ
ン
フ
レ
目
標

を
下
回
り
続
け
て
い
る
こ
と

か
ら
、
日
銀
は
６
年
以
上
に

わ
た
っ
て
短
期
金
利
を
引
き

下
げ
る
「
異
次
元
緩
和
策
」

を
継
続
し
て
い
る
も
の
の
、

目
標
の
２
％
に
届
く
見
込
み

は
な
い
と
指
摘
。
今
後
の
追

加
緩
和
手
段
に
つ
い
て
も
、

「
短
期
政
策
金
利
の
深
堀

り
」
が
唯
一
実
行
可
能
な
オ

プ
シ
ョ
ン
だ
と
し
た
。
ま

た
、
今
後
の
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
際
し
て
は
、
下
支
え
的
な

財
政
政
策
が
期
待
で
き
る
も

の
の
、
①
景
気
が
ボ
ト
ム
ア

ウ
ト
す
れ
ば
財
政
再
建
方
向

に
か
じ
が
切
ら
れ
る
②
低
イ

ン
フ
レ
に
は
金
融
政
策
で
対

応
す
べ
き
と
い
う
考
え
方
は

当
分
変
わ
ら
な
い
―
こ
と
か

ら
、
「
超
低
金
利
構
造
は
半

永
久
的
に
続
く
可
能
性
が
高

い
」
と
結
論
付
け
た
。

　
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ

Ｆ
）
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
事

務
所
所
長
の
鷲
見
周
久
氏

は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
７
月
に
公
表

し
た
世
界
経
済
見
通
し
な
ど

を
基
に
世
界
経
済
の
現
状
と

展
望
に
つ
い
て
解
説
。
今

後
、
最
も
懸
念
さ
れ
る
リ
ス

ク
と
し
て
米
中
貿
易
摩
擦
を

挙
げ
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
に
与
え
る
イ
ン
パ

ク
ト
が
大
き
い
と
説
明
し

た
。
20
年
の
成
長
率
が
６
・

０
％
と
の
見
通
し
が
示
さ
れ

た
中
国
に
つ
い
て
は
、
「
今

後
、
経
済
成
長
が
鈍
化
し
て

い
く
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
成

長
の
過
程
で
積
み
上
げ
て
き

た
“
行
き
過
ぎ
”
を
ど
う
解

決
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課

題
」
と
指
摘
し
た
。

　
マ
ネ
ッ
ク
ス
証
券
執
行
役

員
チ
ー
フ
・
ア
ナ
リ
ス
ト
の

大
槻
奈
那
氏
は
、
各
パ
ネ
リ

ス
ト
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け

て
、
「
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な

マ
イ
ナ
ス
の
影
響
に
よ
っ

て
、
す
で
に
景
気
の
“
気
”

の
部
分
が
冷
え
込
ん
で
い

る
」
と
指
摘
。
一
方
で
、
現

状
で
は
急
激
に
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
悪
化
す
る
事
態
は
起
こ
り

に
く
い
と
し
、
「
経
済
の
フ

ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
の
弱

さ
」
「
投
資
家
や
市
場
関
係

者
の
マ
イ
ン
ド
の
冷
え
込

み
」
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
、
低

ス
プ
レ
ッ
ド
」
と
い
っ
た
必

要
条
件
に
加
え
、
何
ら
か
の

未
体
験
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
フ
ァ

ク
タ
ー
が
加
わ
っ
た
際
に
長

期
的
な
金
融
危
機
が
発
生
し

得
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。

懸
念
さ
れ
る
中
国
の“
緩
慢
な
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
”

「
米
中
対
立
の
構
造
と
展
望
」テ
ー
マ
に

世
界
経
済
・
安
全
保
障
・
日
本
の
戦
略
で
議
論

　
一
般
社
団
法
人
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ス
ク
・
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
９
月
３
日
、
東
京
都
千
代
田
区

の
日
本
工
業
倶
楽
部
で
年
次
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
米
中
対
立
と
世
界
経
済
、
安
全
保
障
お
よ

び
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
―
日
本
の
戦
略

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
―
」
を
開
催
し
た
。
米

中
の
現
在
の
通
商
、
安
全
保
障
を
中
心
と
し

た
対
立
の
構
造
と
展
望
を
、
短
期
・
中
長
期

的
な
視
点
か
ら
各
界
専
門
家
が
論
じ
る
と
と

も
に
、
米
中
対
立
が
世
界
経
済
に
与
え
る
影

響
や
日
本
の
経
済
政
策
、
成
長
戦
略
な
ど
を

議
論
し
た
。
当
日
は
、
金
融
・
保
険
業
界
、

実
業
界
な
ど
か
ら
多
数
の
実
務
家
や
専
門
家

が
参
加
し
た
。

ジャパン・リスク・フォーラム　年次フォーラム開催

専門家が米中対立をめぐって討論

日本経済の展望を説明


